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低ランク近似を用いた

として用いる共鳴計算の理論

キーワード：

1. 特異値と直交基底
238Uのみからなる均質体系を想定し、

2.03 keVのエネルギー範囲において、バックグラウンド断面積

を 0.001, 1.0, 10.0, 30.0, 100.0, 300.0, 1.0e3, 3.0e3, 1.0e4, 3.0e4, 

1.0e5, 1.0e6, 1.0e10 

多群スペクトルを計算した。温度は

ー範囲を 1000

た。なお、超多群断面積は

断面積を用いた。図

直交基底を示す。特異値は指数

ランク近似が有効に適用できることが示唆されている。

2. 2領域非均質体系

左 0.5cmは

の平板を想定した。原子数密度は、

[1/barn/cm]である。この平板に

な角度中性子束を与え、

算し、この結果を用いて

的実効全断面積を計算した。

ギー的に一定な中性子源を

235U 及び 238

結果を図 3

効断面積の空間依存性を再現できている。

と 235Uの超多群スペクトルが干渉するため、従来の多群法あるいはサブグループ法では計算が困難な問題

である。なお、展開係数の空間依存性を考慮する場合、指数行列を計算する必要があり、これが

計算効率上の課題となり得る。
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Fig.3 実効断面積の空間依存性
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